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21 世紀初の万博として「愛・地球博」は大成功を収めたが，開催前の関心度は低く，特に若い世代の興味

が低い事が問題視されていた．そこで，10 代 20 代の「愛・地球博」に対する興味・関心を高めようと，学

生発のインターネット放送局を産学連携で立ち上げた．これは，学生が学生の視点で情報を集め，企画・取

材・編集を行うもので，2～3 分の動画コンテンツを「愛・地球博」開催期間中，ほぼ毎日 Web で配信して

きた．しかし，Web の更新作業は HTML を書き換えなければならなく，担当者にとってかなりの負担となっ

た．そこで，本研究ではこの課題を解決させるために，Web フォームからサイト更新や修正・削除を行う事

ができる Web システムを提案する．アンケート調査の結果，本システムは更新作業を複数人に分担させる事

ができ，円滑なプロジェクト運営に役立つ事が明らかになった． 
 

1. はじめに 

21 世紀初の万博として大成功を収めた「愛・地

球博」は， 185 日の会期期間中，目標入場者数の

1500 万人を大きく上回り，約 2200 万人が愛・地球

博に足を運んだ．しかし，開催前に実施された「2005
年 2 月 電通消費実感調査(1)」の「愛・地球博に対

する関心度」では，37.9%の人は関心を持っていた

が，関心が無い人も 43.7%であり，同程度の結果と

なっていた．更に，開催前の新聞やテレビでは，特

に 10 代 20 代の若い世代の興味が薄いというのが問

題視されていた． 
そこで，10 代 20 代の愛・地球博への興味・関心

を高めるためには，愛・地球博をより身近に感じる

事が大切であり，それには学生が学生の視点で情報

を集め，同世代の人に向けて情報発信を行うのが効

果的ではないかと考え，2005 年 3 月下旬，学生主

体のインターネット放送局（excampus：エクスキャ

ンパス）を産学連携で立ち上げた．（図１） 

 
図１. excampus トップページ 

excampus では，学生が企画・取材・編集を行い，

2～3 分の動画を「愛・地球博」開催期間中，ほぼ

毎日 Web で配信してきた．しかし，excampus の

Web サイトの更新作業は HTML を書き換えなけれ

ばならなく，Web の専門知識を持つ一人の担当者に

作業を任せていた為，かなりの負担となっていた．

そこで，本研究ではこの課題を解決させるための，

Web システムを提案する．具体的には，LAMP（Linux，

Apache，MySQL，PHP）を用いて，Web フォームからの

サイト更新や修正・削除を可能とする Web システムを開

発した． 
アンケート調査の結果から，本システムは更新作

業を複数人に分担させる事ができ，円滑なプロジェ

クト運営に役立つ事が明らかになった． 

2. インターネット放送局運営における課題 

学生発のインターネット放送局において，動画情

報による有効性は明らかになったが(2)，メンバーか

ら以下のような意見を得た． 
・ WEB サイトの更新作業は，HTML を書き換え

なければならなかったため，作業を分担できず，

一人の担当者に仕事が偏りすぎた 
・ 毎日更新されているので，新しく更新されたコ

ンテンツが目立つ位置にあった方が分かり易

くなるのではないか 
そこで，これらの意見を元に，excampus のメン

バー15 人にアンケート調査を実施した結果，次に

示す①と②の課題が明らかになった． 
 

① Web 担当者の作業の負担 
メンバーに「excampus を Web 担当者を除く学生

だけで運営した場合，課題となる作業は何だと思う

か？（複数回答可）」という質問をしたところ，図

２のような結果となった．「Web 更新」が 33％と一

番多く，Web 更新作業を学生で管理するには課題と

なるのではないかと感じているメンバーが多い．ま

た，その理由として「複数の人で更新するのは難し

いのではないか」，「Web 更新は Web の知識が必要

なので，知らない人にとって課題になる」などの意

見を得た．このアンケート調査からも分かるように，

複数のメンバーが Web 更新作業を分担するには，

いくつかの課題がある．特に，excampus の Web サ

イトは，更新時に HTML を書き換えなければなら

なく，分担作業ができないシステムであった．そこ

で，excampus の Web 更新作業を全て一人の Web 担

当者に任せたので，作業が偏りすぎてしまった． 
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図２. 運営に関するアンケート結果 

② excampus の Web サイトの工夫 
excampus の Web サイトに対するアンケート調査

を行ったところ，「新しく更新されたコンテンツが

どれなのか分かり難かった」，「バックナンバーが見

難かった」，「キーワード検索ができると良かった」，

「アクセスカウンタが欲しかった」等の意見を得た．

キーワード検索やアクセスカウンタを導入するに

は，プログラムが必要になるが，その他の見易さな

どは Web 制作の工夫によって解決することができ

る．しかし，excampus でそれを実施するには，更

に Web 担当者の作業が増え，負担が重くなると考

えられる． 

3. Web システム提案 

本研究では，前章の課題を解決させる Web シス

テムを提案する． 
 まず，Web 担当者の負担を軽くするための方法と

して，作業を分散させる方法が考えられる．

excampus では企画立案者であるリーダーが，構成，

撮影，動画編集のすべての制作工程を担当する事で

各工程を円滑に進めていたが，更に Web 更新作業

も各リーダーが行えるようにすれば，作業が分散さ

れ，Web 担当者の負担は軽くなると考えた．しかし，

excampus では，Web 知識が無いリーダーでも簡単

に Web の更新が行え，複数人で一つの Web サイト

を管理できるようにしなければならない． 
また，Web 知識の無いリーダーが更新作業を行う

場合に，二つ目の課題となっていた「サイトを見易

くする工夫」を行うのは技術的に難しい． 
そこで，以下の特徴を持つ Web システムを提案

する． 
・ Web ブラウザ上で，登録フォームからアップロ

ード作業を行えるようにする 
・ 登録フォームに入力された内容が自動的にデ

ータベースに登録される 
・ データベースから情報を抽出し，動的に Web サ

イトを構築する 
・ Web サイトでは，一番新しく更新されたカテゴ

リを一番目立つ位置に自動的に表示させる 
・ 更新履歴や全コンテンツ数などを自動的に表

示させる 
通常，Web サイトを構築するには，テキストや画

像を作成するだけでなく，HTML や CSS などの言

語でレイアウトや装飾を行ない，ページ間にハイパ

ーリンクを設定するなどの作業も行なう必要があ

る．しかし，本システムでは，これらの各要素を分

離してサーバに保存し，コンテンツ内容はフォーム

からデータベースに登録させ，これらをプログラム

によって動的に Web サイトを構築する事で，Web
更新時に HTML を書き換える必要が無くなるよう

にする． 

4. Web システム概要 

4.1 システムの構成 

Web2.0 時代と言われる現在，オープンソースソ

フトウェアはインターネットサービスを構成する

重要なアプリケーションとなっている．例えば，イ

ンターネットサービスを稼動させるインフラとし

て「LAMP（Linux，Apache，MySQL，PHP）」構成

が定着しており，約 7500 万サイトのうち 69.97%が

Apache を利用し，また，PHP は世界中の 200 万以

上の Web サイトで利用されている(3)． 
そこで， excampus の運営面での課題を，LAMP

環境による動的な Web システムによって解決でき

るのではないかと考え，試作を行った．図３は，

LAMP 環境導入後の Web システム全体図である． 
コンテンツの追加を行う場合は，ユーザ名とパス

ワードで管理画面からログインをし，Web フォーム

から，コンテンツ素材（動画・写真・テキスト）を

入力してアップロードする．フォームから入力され

た更新日やテキスト情報などは，データベースに追

加される．また，動画や写真は，サーバの指定した

ディレクトリ内に保存される． 
 また，視聴者が Web サイトにアクセスすると，

PHP がデータベースに接続し，SQL によって選択

された，必要な素材を Web ページに表示させる．

同時に，データベースのコンテンツ情報と関連して，

動画や写真へのリンクが自動的に追加される．この

ように，Web のコンテンツ素材をすべて，データベ

ースで管理する事で，動的な Web サイトを構築で

きるようになる． 

 
図３. 本システムの全体図 
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4.2 管理システムの構築 

管理システムの導入によって，excampus メンバ

ーが，Web の更新作業を行えるようになり，Web
担当者の負担を分散させる事が可能となる．また，

専門家による確認も Web 上で行えるようになるの

で，更新作業がより円滑になると考えた． 
コンテンツ管理システムの特徴を下記に記す．  
 

【特徴】 
・ ユーザ名とパスワードによるログインで安全

性の確保が可能 
・ ユーザレベルを付け，権限に合わせた操作のみ

が可能 
・ HTML や SQL などの知識を知らなくても，Web

フォームからの入力によって，更新作業（アッ

プロード）やコンテンツの修正が可能 
・ コンテンツチェックによって許可された素材

のみの更新が可能 
 
管理システムのユーザ認証には，Cookie とセッ

ションを使用した．ユーザ名とパスワードからデー

タベース内のユーザリストと照合し，ユーザが正し

いか判断し，認証を行う．また，この時，ユーザレ

ベルを取得し，権限によって操作できる範囲を設け

た（図４）．例えば，「コンテンツ公開カレンダー」

や「チェック済みコンテンツ一覧」は，Web サイト

全体の更新の流れを産学両者が Web 上で把握でき

るようにするために，全てのユーザレベルに対して

表示するようにした． 

 

図４. 管理システムの機能と権限 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図５. 「コンテンツチェック」「コンテンツ公開カレンダー」画面 

図５は，コンテンツチェック（図４⑤）とコンテ

ンツ公開カレンダー（図４⑦）の画面である．これ

ら，図４の①～⑦の各ページ間は，クエリ情報によ

って参照するデータを抽出し，出力する内容を動的

に変化させている． 
 
4.3 動的な Web サイトの構築 

管理システムからデータベースに登録したコン

テンツを，PHP のプログラムによって動的に表示さ

せ，管理システムと同様，クエリ情報によって表示

する内容を動的に変化させる Web サイトを構築し

た．この Web システムを用いることにより，Web
サイトの HTML や PHP を直接更新する必要がない

ので，複数の excampus メンバーが分担して更新作

業を行っても，HTML や PHP の構成が崩れる心配

がない． 
 動的な Web サイトシステムの特徴を下記に記す． 
 
【特徴】 
・ サイト内のリンクが自動的に生成され，更新時

に書き換える必要がない 
・ 更新履歴，全コンテンツ数，カテゴリごとのコ

ンテンツ数を自動的に表示する事が可能 
・ デザインとコンテンツが別々に管理されてい

るので、サイトのデザインを変えるのも容易に

なる 
・ プログラムによって，新しく更新されたカテゴ

リを目立つ位置に移動させる事が可能 
 

図６は，システム導入後の excampus のトップペ

ージである．一番新しくコンテンツが更新されたカ

テゴリをデータベースのテーブルから選び，一番上

に表示させている．このように，各カテゴリを更新

日順に配置させる事で，更新されていないカテゴリ

は一番下に配置される．また，更新されてから 3
日間は，「最新情報」のアイコンが表示されるよう

にした．このように，新しく更新されたコンテンツ

を目立たせる工夫を行った． 

 
図６. システム導入後のトップページ 
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また，メニューやリンク先，更新履歴もデータベ

ースから情報を抽出して表示させているので，通常

の更新作業時に書き換える必要が無い．更新作業を

行う時に各リーダーは，トップページの構成を意識

する事なく，作業を行う事が可能になる． 

5. 評価及び考察 

Web システムの有効性について，excampus メン

バー15 人にアンケート調査を行った．アンケート

は 5 段階で評価し，平均をとった（表１）． また，

管理画面からの更新作業を行った感想を自由に記

述してもらった． 
 

表１. Web システムの有効性に関するアンケート 

Q1. この Web システムがあれば，Web サイト

の更新作業を学生が分担して行う事がで

きると思うか？ 

4.93 

Q2. この Web システムによって，動画編集終

了後の作業全体の流れが今までよりも円

滑に進められると思うか？ 

4.80 

Q3. Webシステムによって作られたWebサイ

トは，新しく更新したコンテンツが分か

り易くなったか？ 

4.80 

 
【管理画面から更新作業を行った感想】（抜粋） 
・ 自分達で作ったコンテンツを更新作業まで自

分で行うことができて，達成感があった． 
・ Web 上で，専門家によるチェックやテキストの

編集もできて便利だと思った． 
・ こんなに簡単に更新作業ができるとは思わな

かった． 
・ 更新作業が Web フォームから行えたので，とて

も楽に感じた． 
 
① Web 更新作業の分担が可能 

Q1.（表１）のアンケート結果から，本 Web シス

テムを excampus に導入する事で，Web 更新作業を

メンバー（学生）に分担させる事ができるようにな

る．従って，Web 担当者の負担を減らす事が可能と

なり，excampus の運営面での課題を解決できる． 
また，「達成感があった」という意見も得られた

ように，企画から，構成，撮影，動画編集，そして，

Web 更新までの作業をすべてメンバー（学生）が行

う事ができるようになるので，より活動に参加して

いるという実感が沸くと考えられる． 
 

② より円滑な産学連携 
Q2.（表１）のアンケート結果から，本研究の Web

システムを excampus に導入する事で，Web 上で簡

単にコンテンツチェックやコンテンツテキストの

修正を行う事ができるようになり，産学連携作業が

より円滑に進められるようになる． 
また，管理画面の「コンテンツ公開カレンダー」

や「チェック済みコンテンツ一覧」によって，Web

サイト全体の更新の流れを産学両者が Web 上で把

握できるようになり，プロジェクトの運営に役立つ

と考えられる．  
 

③ サイトの見易さを改善 
Q3.（表１）のアンケート結果から，Web システ

ムによって作られた Web サイトは，従来のサイト

と比較して，新しく更新したコンテンツがどれなの

か分かり易くなったことが明らかになった． 
このように，新しいコンテンツを目立たせる工夫

は，LAMP 環境を使用して，データベースとプログ

ラムで Web サイトを構築する事で，実現可能とな

った．これは，既存の excampus のサイトのように

一つ一つ HTML を書き換えなくて済むので，Web
更新時の負担にならない．また，動的なページ構成

により，コンテンツ内容をデータベースで管理する

ことで，コンテンツ削除や変更も容易になる．  

6. おわりに 

半年間，excampus の活動を行い，いくつかの運

営面に関する課題が挙げられたが，Web システムの

導入によって解決できる問題も多かった．本研究の

Web システムでは，Web 担当者の作業の負担を減

らし，Web コンテンツの表示方法も改善することが

できた．このことから，Web サイト運営などのプロ

ジェクトを行う際には，活動が始まる前の準備段階

に，これらの課題を想定し，それに見合った解決方

法の導入を検討する必要があるのだと感じた． 
ブロードバンドの普及によって，プロジェクトの

情報交換や情報共有をオンライン上で行えるよう

になった．今後，更に CMS（Contents Management 
System）を導入した Web サイトやコミュニケーシ

ョンツールが普及し，その時々に合ったシステムの

利用ができるようになるのではないだろうか．そし

て，それらのシステムがプロジェクトを円滑に進め

るのに役立つことを期待したい． 
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